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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成２５年度入学生の履修状況（埼玉県）

　社会と情報　82.2%、情報の科学　17.8%

　仕方なく選択している学校有り。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　情報Aから移ってくる教員に生じる問題と、以前より情報Cを行っている教員が持っている既存の問題の両方がある。

日本型情報教育�今日の全体会　視学官　永井克昇(かつのり)
　第3回大会(石川)　情報≠コンピュータ

問題解決には「基礎情報学」が必要。
　第3回大会石川大会　「基礎情報学」と「情報C」第１分科会(1)(YouTube)
　　⇒　個人的
　　　　↓　
　今回は、東京大学大学院教授も参加。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
易しい理論と社会実践（補足と応用）

埼玉県立大宮武蔵野高等学校
　現在　男子237、女子502(約3:7)
　昨年度の進路実績
　　4大学 18%、短大9%、専門41%、就職14%、未定16%
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　「生命と機械をつなぐ知」を、普通の高校生でも分かるように再構成し、解説や補足を加えて、「情報社会に参画する態度を育成する」ことがメインなるようにした。
　50分×10本分の授業。
　基礎情報学の授業ではなく、基礎情報学からデザインした授業である。

見開き左側が教員ペイン
　プレゼンテーション画面、ポイント、「生命と機械をつなぐ知」への参照、解説。

見開き右側が生徒ペイン
　穴埋め式プリント。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　実践に不安な方、または実践に疑いを持っている方への授業ビデオ。書籍にはなっていない、Webページの引用や逸話などを確認することや、生徒の反応を時間的な流れを確認することができる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　時間の制約上、内容を説明することは出来なかった。しかし、内容こそ重要である。今回紹介した授業はオーソドックスなもので、新しいツールもなければ、テクニックもない。共同研究の目的は、大局的に情報教育をブラッシュアップすることであった。斬新な内容にこそ意味がある。このことを理解した上で、評価してほしい。
　共感していただける方を募集中。
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